
   
 
 
 

 広報資料  

『  “店内の空調は控えめに”運動』の開始について 
 

2008年 5月 16日 
日本チェーンストア協会 

 
 
当協会では、地球温暖化防止等の環境問題により広範に取り組むため、1997（平 9）年 1月に「チェ
ーンストア業界の環境保全自主的行動計画」を定め、『2010（平 22）年度までにエネルギー消費原

単位で 1996（平 8）年度比 4％改善』の目標を掲げて、その達成に向けて会員企業とともに取り組み
を進めているところです。 
会員企業においては、“クールビス・ウォームビズの推進”や“環境にやさしい商品の拡充”、“来店

者へのアイドリングストップの呼び掛け”はもとより、 

○ 省エネ型店舗への移行 

○ 太陽光発電の導入、省エネ効果の高い壁材・床材の利用や屋上緑化の推進 

○ 省エネ型照明機器への切り替え、店内照明の照度基準の見直し 

○ 空調のインバータ化、深夜余剰電力を活用した空調の導入 

○ 冷凍・冷蔵ショーケース等の温度管理の徹底 

○ 人感センサーを設置したエスカレータの自動運転の推進 

等々の取り組みについても、可能な範囲で鋭意取り組んできています。 

ご案内のとおり、温室効果ガスの排出抑制には電力等のエネルギー消費の削減が大きく寄与しま

すが、チェーンストアにおいては、冷凍・冷蔵機器ならびに冷暖房・各種空調に係る電力が消費電力

の 6割程度を占めている現状にあります。 

そこで、「上記の行動計画に定めた目標達成に向けて、さらにエネルギー消費を抑制するために

は、調整余力のある冷暖房・各種空調の設定を改善することが効果的である。」と考え、環境委員会

での議論を経て、環境月間である 6月 1日から、『“店内の空調は控えめに”運動』を実施する
こととしました。 

日本チェーンストア協会・会員企業は、地球温暖化対策の一環として、会員企業店頭

における空調設定の改善をめざします． 

※運動のスローガン※ 

地球温暖化対策の一環として、店内の空調は控えめに設定中。 

ご協力よろしくお願いします。 

★なお、運動の実施に際しては、店舗設備の状況により即時の対応が困難な場合もあるため、設定

改善が可能な店舗から順次取り組みを進め、一歩ずつ効果を積み上げていきたいと考えています。



その他の店舗においても、レジ袋の削減や従業員によるマイバッグでのお買い物の推進等々のさ

まざまな取り組みを通じて温室効果ガスの削減に努めることとしています。 
★また、この運動の趣旨をご理解いただくため、店舗内には【ヒカエメ クウチョウ】、【ジャク レイ

ダンボウ】、【サシヒカエル】のキャラクターポスターを掲示し、来店者のご協力をお願いすることと

しています。 
 
 
＜説 明＞ 

① 店舗の空調設定については出店地域や店舗設備の状況等によって差異があるため、統一的な数値

基準や温度基準は設けずに、店舗ごとに“従来の設定温度から 1～2℃程度の改善をめざす”ことを目

標としています。これにより一歩一歩着実な削減に寄与することを考えています。 

② 冷房時期（通常 6月～9月）及び暖房時期（通常 11月～3月）を運動期間として取り組みます。 

③ オフィス等の設定温度については、政府の「チームマイナス 6％」プロジェクトにより『夏季 28℃・冬季

20℃』が推奨されています。当協会はもとより、多くの会員企業も「チームマイナス 6％」に参加して取り

組みを進めています。  （「チームマイナス 6％」URL ； http://www.team-6.jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご参考  

会員企業主要機器における電力使用量 （2007年 6月調査） 
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※2006年度実績 
※調査対象 42社 
※「その他」にはエレベータ・エスカ

レータ等の動力消費等を含む 
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 「ヒカエメ クウチョウ」 

 



 「ジャク レイダンボウ」 

 



 「サシヒカエル」 

 


